
第１期事業報告書 
                              （平成２４年１月１８日～平成２５年３月３１日） 
     
         特定非営利活動法人 益田市・町おこしの会 

【事業の成果について】 

第１期の事業成果として大きなものは、以下である。 

■益田サイクルウィークの実施 

平成２４年度の夏に、第一回の「益田サイクルウィーク」を実施。内外より大き
な反響を呼び、高い評価を受けた。 

特定非営利活動に係わる事業実施に関する事項 

益田サイクルウィーク実施活動 

１．サイクルウィークの実施目的 

１）朝のポタリング 
２）全国ユースキャンプ 
３）シンポジウム 
４）子供自転車教室 
５）ペダリング術レクチャー 
６）益田ＩＮＡＫＡライド 

全国３００万人いるといわれるスポーツサイクリストに向かい、益田ＩＮＡＫＡライ
ドを中心としたイベント情報を発信することにより、市外からの参加者による経
済的効果並びに益田市の知名度ＵＰを図る。一方、サイクルイベントによる 

自転車の町としての位置付けを市民に理解してもらうと共に、更なる環境整備
の為の下地を構築する。 

２．サイクルウィークの実施内容 



３．個々の活動内容 

１）朝のポタリング 

２）全国ユースキャンプ 
 



３）シンポジウム 
 

４）子供自転車教室 
 



５）ペダリング術レクチャー 
 

６）益田ＩＮＡＫＡライド 



４．参加者のアンケート 



５．サイクルウィークの経済的効果 

あえてＩＮＡＫＡライドを前日受付という設定にし、前日の宿泊、飲食による 
益田市経済への効果を図った。その内容を検証すると。 

前日の受付の際、宿泊先を記入して頂いた結果、約１４０名の方が、益田市内、 
周辺の宿泊設備を利用された。 

一人当たり ２万円の出費と考え ｘ１４０人 ＝ ２８０万円の直接経済投下
があったと推測できる。 

経済効果 

宣伝効果 

各種媒体への掲載実績 

新聞： 山陰中央新報、中国新聞、毎日新聞、読売新聞 
雑誌： サイクルスポーツ、ファンライド、バイシクルナビ、パボーネ 
     計 ４３万部発行 
テレビ：ＮＨＫ島根、山陰放送、日本海テレビ、ひとまろビジョン 
インターネットテレビ：ＮＨＫちいきのきずな 

以上の露出は、全て無償での報道であり、有償の場合 約３千万円の費
用が必要であると推測する。 

従い、 広告宣伝費 ３千万円相当の宣伝効果
を上げたと推測できる 

また、食材・備品の益田市業者からの納入金額 ２２０万円  

合計 ５００万円の経済投下があった。 



【会の運営と事務管理について】 

１．所轄庁への提出報告・受理 
   第１期事業年度（平成２４年１月１８日～平成２５年３月３１日の事業報告および 
   収支計算書ほか決算書類を所轄庁に提出報告・受理 

２．登記事項 
   特になし 

３．会議等 
   会の方針、運営及び事業活動の承認と推進・進捗の協議確認を行った。 
   ・理事会 
 平成２４年２月１４日、３月１２日、５月２５日、６月２５日、７月９日、 
 ８月３日、９月２０日、１０月２６日、１２月１３日、平成２５年１月１７日 
 ３月２日、 ３月２４日、３月２８日 計１３回開催 

４．会員状況（平成２４年１月１８日～２５年３月３１日） 
 正会員   １５名 
 個人賛助会員  ９８名 
 法人賛助会員 １９社 
 個人寄付  ２１名 
 法人寄付   ４社 
        計 １５７名/社 

５．税務事項 

・従たる事務所に係わる「島根県県民税の減免申請」及び「益田市法人
市民税減免申請」提出 

その他事業に係わる事業実施に関する事項 

当期は、「収益事業」には取り組まなかった。 



第２期事業計画書 

（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

１．第二回２０１３益田ＩＮＡＫＡライド 

昨年度に続き、第二回を平成２５年９月１日（日）にて開催する。 
本年度は、萩・石見空港の滑走路をコースの一部とし 
日本初の現役空港滑走路を使用する。 

２．第１期終了に伴い、認定ＮＰＯを本年第１四半期中に申請手続きを取る。 

３．各財団からの助成金申請を行い、会の運営を円滑に推進する。 


